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今年のフィナーレに

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

今週も、楽しいことがいっぱい、笑顔がいっぱいの学校
でした。「子どもが動かす学校」「自分で考えて、みんなと
創る楽しい学校」になりました。
コロナ禍で、多くの学校が苦渋の選択や対応をする中、

保護者の皆様のていねいで誠実なご協力のおかげで穏やか
に過ごせたことに心から感謝いたします。

２０日 月 Ｙリーグ 冬休みが明けると、約４０日の登校日
です。まずは、１月からのスキー教室。

２１日 火 Ｙリーグ ２月は、入学説明会やＰＴＡ授業参観。
そして、３月は６年生を送る会が終わる

２２日 水 Ｙリーグ と、卒業式や修了式、離任式です。
一人一人が進級の準備を整えながら、

２３日 木 保健＆読書集会 ６年生との思い出や感謝を大切にして、
「心を育む学校」の有終の美を迎えたい

２４日 金 「たいようくんステージ」 と願っています。

運動委員会主催の 読書の表彰と
Ｙリーグ たてわり班対抗 保健＆読書集会 本の紹介

大ドッヂボール大会！ ビブリオバトル

冬休みのくらし
「はゲたか」の紹介

２４日「たいようくんステージ」
全学年からのエントリー ＋ 先生方のサプライズで

楽しみました！

民生児童委員との連絡協議会

横堀の各地区の民生児童委員と主任児童委員さんが
授業を一巡して、日頃の子どもたちの様子について、
情報交換ができました。
あいさつのこと、登下校のこと、学校へのご要望等

いただいたご意見を生かしていきたいと思います。

２ ０ ２ １ 盛 り 上 が っ て ゴール！



今年度、全ての学年でゲストティーチャーをお招きした道徳の授業を実施してきました。
今回の低学年の二つの授業で、全学年ゴールです。「生まれる」ことや「生きること」

について、地域でその最前線で命に向き合っている方々からお話をしていただくことがで
きました。

大曲更生医療センターで看護師として、
まさに生命の現場にお勤めの飛澤副師長
さんから、医療現場のスタッフの思いや
病気の家族を支える人々の思いについて、
生の声を聞かせていただきました。
「みんながいるから自分は生きている。
助け合って生きている。」「家族にいつも
ありがとうと言いたいです。」といった、
温かい感想もありました。
どの子も真剣に生命について考えて、

様々な気付きが得られた貴重な時間でし
た。

低学年は、県助産師会・県南地区から３名の方々にお越しいただき、
産道に見立てたドームをくぐって通る体験や、胎児を抱っこする体験
をした後で「うまれてきてくれてありがとう」という紙芝居を見せて
もらい、改めて自分の成長やお母さんへの感謝の思いを深くすること
ができました。
自分は最初は針の穴くらいの大きさだったことや、どうやって生ま

れてきたかを知ることで、自分の生命を大切にしようという思いも膨
らんだようです。
私は、３月に生まれる予定の孫の映像を、娘の検診の度に見ること

ができます。顔の形や髪の毛までわかります。時代は進みましたねぇ。

人権標語コンクールの表彰式 →
大曲人権擁護委員協議会長賞 ６年 大河天善

明るい選挙啓発ポスターコンクール 佳作 ６年竹村凜々花・髙橋愛純
読書通帳 ５０冊賞 １年 小林 優香
潟上カップ小学生バレーボール交流大会

Aブロック 優勝 仙北バレーボールスポ少

冬休み 「ゆっ く りと」「自由に」「任せて」
１２月２５日（土） ～ １月１３日（木） の ２０日間

※学校は、１２月２８日（火）から１月３日（月）まで「閉店」です。

２０日間って多いですか？ 少ないですか？ されど２０日！
家で過ごす大切な時間です。コロナ禍で子どもたちも、大人が思うよりも疲れています。

この２０日間は、時間も心も“ゆっくりと”過ごさせてあげたいものです。
そのためにも、「できること」を決めることが大切だと思います。「これだけはやる！」

ということを家族で話し合って、それだけ守れば残りの時間は「自分の自由」であること
を確かめ合ってはいかがでしょうか？子どもに『任せることを増やせる冬休み』に！

令和３年も 心温まるご支援を ありがとうございました。
よいお年を お迎えください。

「いのちの教育あったかエリア事業」ゲストティーチャーさんと子どもたちによる

命を考える道徳科授業


